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研究成果の概要（和文）：３つの研究領域として、（１）東アジア諸地域のホームレス支援の政策的展開と支援
の深化、（２）居住福祉のセーフティネットの再編強化を基礎にした都市の再成、（３）最後のセーフティネッ
トの空間を抱えざるを得ないグローバル都市をめぐる都市論の唱道、という3点の達成を図った。（１）に関し
ては、東アジアのホームレス支援を、政策実現や定例会議化を含め強いネットワークを築いたこと。（2）に関
しては、NGOによる中間ハウジングを中心とする居住支援が、脆弱なインナーシティの再生につながる事例を社
会に見える化したこと。（３）に関しては、欧州都市も視野に入れ、「包容力ある都市論」という形で理論的に
提案したことにある。

研究成果の概要（英文）：For three research areas of (1) Homeless Policy in East Asia and the 
Intensification of Assistance Services; (2) Urban Regeneration Through Reconstructing and 
Strengthening Housing Welfare; (3) Advocating New Urban Theories on Indispensable Spaces of 
Assistance in Global Cities, we have accomplished the following: (1) The creation of a strong 
network of actors engaged in homeless assistance in East Asia, including policy feedback and regular
 meetings. The actors include policy makes, academics and NGO members; (2) The validation of 
disadvantaged inner city regeneration projects based on housing welfare organized around NGO-run 
transitory housing. These projects are improving old urban environments while tackling social 
issues; (3) Putting forth the theory of “the capacious city” through examination of East Asian and
 European cities. Based on the contradiction between welfare-oriented and free market perspectives, 
we argue for the importance of strong social safety nets in inner city.

研究分野： 人文地理学
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１．研究開始当初の背景 

(1) 2000 年から続いてきた東アジアのホームレス
支援の調査研究での一つの画期は、2007―
2009 年度科研「排除から包摂をめざしたホーム
レスの中間居住施設と地域定着事業の支援体
系構築」の構想時であった。ＮＧＯ研究として、
ホームレス支援のＮＧＯの果たす役割の解明と、
同時に地域にもたらす影響が、都市再成につな
がってきたことの発見にあった。中間居住施設
＝ハウジングを「卒業」し、自助、互助で地域で
のひとり暮らしの支援＝アフターケア支援と、中
間ハウジングで暮らし続けざるを得ない層への
継続支援が、ある程度の密度をもって、特定の
地域でセットとして動き始めたことがわかってき
た。見方を変えると、インナーシティの遊休住宅
資源を再活用した、都市の再成の取り組みとし
て位置づける回路の発見となったのである。 

(2) こうしたインナーシティに胎動し始めた動き
を、再度東アジアでの調査対象地域に当てはめ
ようとした科研が、「東アジアのホームレス支援が
創り出すもうひとつのインナーシティ再生の試
み」2010-2012 年度となった。この再成の成立に
は、使命を有したＮＧＯと、その活動を支える公
的扶助や補助がないと回らないという前提があ
る。しかしこうしたシステムの根付きが必要である
ため、この科研では、特に台北や香港において、
ＮＧＯへの活動のバックアップや公開・公表に力
を注いだ。最大の成果は、関わるＮＧＯや研究
者の集まりとして定期的な交流と、それによる活
動の点検や新たな仕組みの開発などを話し合う
ネットワークを築いたことであった。2011 年 3 月
に最初に台北で開催した、東アジア包摂型都市
ネットワーク会議、略して EA-ICN である。これが
本研究開始当時の到達点であった。 
 
２．研究の目的 

(1) これを受けて 2013 年度より始めた本研究は、
日本、韓国、香港、台湾を主たる対象とし、路上
生活者のみにとどまらない広義のホームレス≒
生活困窮者の人々の受け皿となる、狭小低家賃
住宅の集中する社会的不利地域における支援
の社会的、地理的蓄積を先進事例とした。包摂
型のインナーシティの自立的再生を推進するこ
とを最大の目的として、政策モデルの整理と、相
互比較を通じた施策の錬磨をめざした。 

(2) 一つは日韓を通じて最もよく見られる東アジ
アの新たな「居住福祉実践モデル」の模索であ
る。このモデルは、両国において、ホームレスや
露宿人に関する法律と公的扶助制度の二重の
セーフティネットの枠組みを前提にホームレス支
援が展開してきた。さらに民間セクターとのパー
トナーシップによる「社会住宅政策」を、既成市

街地の空き家等を活用した形で積極的に進め
てきた。この意義の唱道が第一の目的である。 

(3) 台湾においては、ホームレス支援策の対象
は、極めて限定的で、制限的であり、「普遍主
義」的というよりは、「選別主義」的色合いが強い。
その中での先進自治体台北市における補完的
貧困施策の現状と展開過程を分析することが目
的となった。 

(4) 開放的経済市場を有して福祉支持のスタン
スの弱いシンガポールと香港は、先進地域では
トップランクの格差問題を抱えており、活発的な
支援団体活動が存在しているに関わらず、被支
援者の自立生活への移行がますます困難となり、
大きな課題となっている。こうした現実の中では、
支援の具体的内容がいかに展開してきたか、そ
れともこれからいかに変容していくかをモニタリン
グすることが、本研究の目的となった。 

(5) 同時にインナーシティ再成の社会企業的な
発展に関し、研究者と NPO との強い協働体制
のもと推進する、アクションリサーチ型でありかつ
政策生成指向の研究を推進することとした。これ
は EA-ICN 会議の継続的開催によって、当面図
るものとなった。 

(6) 理論的展開において特に都市論との交差
の必要性を意識し、本研究開始当時は、支援の
地理学という名称で進めることになったが、次章
で述べる通り、開始と同時に新しい研究枠組み
を摂取でき、支援の地理学を敷衍する理論的枠
組みの変更を加えることになった。 
 
３．研究の方法 

(1) さてこの理論的枠組みの再構築にあたって、
問題が 3 点あった。実践的色合いを濃く有する
研究チームにおいて、理論的練磨とは何を意味
するのか？社会的な認知や合意形成を図れる
ような都市構想的理論が、支援の地理学というタ
ームで達成できるのかという不安があったこと。
第 2 点は、西成や台北の萬華で典型的に適用
される包摂都市のあり方について、福祉開発的
色合いはありつつも、高齢化社会の持続可能性
を公的資金に依存しながら保持している、この
強依存に対する閉塞感があったこと。第 3 点は、
ホームレス状況のとらえ方であり、ジェントリフィ
ケーションの犠牲になる弱者を照射する批判都
市論を、日本の都市現実に当てはめることに対
する違和感が生じていたことであった。ここでは、
主にこの理論的展開をどのように進めたかを述
べておきたい。  

(2) まずは日本の都市現実に当てはめたジェン
トリフィケーション分析を進めることと、いったん



東アジアでの経験を相対化するために、強い連
帯セクターを持つ欧州都市を参考にし、このコン
テクストでよくみられる市民の間の自発的なケア
や互助が東アジアの都市コンテクストでどのよう
な可能性を持っているかを検討することに注力
した。2013 年度より主にベルギーとイギリスの学
者との交流を進めながら、都市問題に対する知
識を共有する場を設けた。特に、2016 年 10 月
22 日～24 日にかけて、開催した「復元力（レジリ
エンス）のある都市をめざして—アジアと欧州を
架橋する先端的都市論」と題した国際シンポジ
ウムの中で、「ローカルな多様性とレジリエンス―
欧州・東アジア都市の格闘」をテーマにしたメイ
ンセッションを設け、ブリュッセル、ロンドン、上海、
大阪との間の意見交換を進めた。 
 
４．研究成果 

(1) 日本のジェントリフィケーション研究の深化と
して、2015 年に『都市大阪の磁場』を刊行し、
2016 年には、中間レポートとしてのレジリエント
な都市の翻訳作業、2017 年の『都市の包容力』
を刊行したことを、成果として挙げておきたい。 

2015 年の編著は、生活困窮層が集住する地
域だけでなく、より広くインナーシティ、時にはア
ウターシティも含めてみた場合、大阪の独特の
土地市場の働きもあり、インナーシティの再生に
ジェントリフィケーションが後押しする新状況が
出現していることが、ある程度実証できた。 

(2) 次に上述の第２点の閉塞感の打破のため、
欧米の都市の荒々しい現実と、社会モビリティが
変容する中、穏健ともいえる包摂型東アジア都
市論の再定位がどうしても必要となってきた。こ
の再定位で出会ったアプローチが、批判都市論
を乗り越える必要性を説いた Deverteuil et 
al(2009)の研究であった。翻訳を直ちに行い、タ
イムリーにもその主導者の Deverteuil（2015）から、
理論的パースペクティブと実証の兼ね備えた新
著に接することになった。手厚いサービスを行っ
ている支援団体（NGO）や社会的不動産業者を
担い手とした、地域の社会的・空間的レジリエン
スのプロセスに目を向け、本研究チームの指向
に見事に適合していた。 

とりわけ着目された概念は、サービスハブであ
り、キータームとして導入されたレジリエンスであ
った。グローバル経済から地域に強まる圧力や
新たな貧困問題に対し、低所得者やホームレス
を含む様々なマイノリティ向けの支援を続けてい
る支援団体の集積であるサービスハブ＝空間的
なレジリエンスが、そしてこうした支援が、ジェント
リフィケーションの脅威があっても、拠点とする地
域で根強く維持され続けている＝社会的なレジ
リエンスが見られるという指摘である。 

この指摘は、ロンドン、ロサンゼルス、シドニー
での実証に基づいており、サービスハブの機能
自体が、東アジアの調査で対象とし続けてきた
中間ハウジングや相談拠点に相応し、コンテクス
トは大きく異なるものの、分析ツールとしては極
めて応用性の効くものとなったのである。閉塞感
の打破には大いに貢献することになった。 

(3) 新たな追究課題は、都市論的には次のよう
な展開になると予想される。東アジア発信の社
会包摂都市論が空間的に築いた最後の安全網
空間の存在が、グローバル都市には不可欠であ
ること。そうした空間を寛容に受け止める包容力
ある都市論の構築を、暴力やテロ事件とも向き
合いつつ欧州のより現実的で政策指向の都市
社会地理学の実践に、理論的、実質的交流を
通じて実現することにかかってくると思われる。 

そうした事態とも向き合いつつ、最後の、もう
ひとつの安全網を有する地域における、レジリア
ントな復元力ある地域の社会的認知と、政策的
実現可能性を高める社会実験を行う、政策指向
の国際協働プログラムを実践することになろう。 

よりグローバルな都市論の文脈からは、現在
共通するインナーシティにおける社会的モビリテ
ィの停滞、固着化問題に対する意識である。そ
もそも移住者のためのゲートウェイや生活困難
者のための一時的な支援拠点としての空間福
祉的な役割を果たしていた、こうしたインナーシ
ティは近年この機能が低下しており、これらの地
域に新たな課題が生じてきた。こういう空間を最
後のセーフティネットとして見直すか、と同時に、
一時的な互助・自助拠点としてサポートしていく
か、政策上でも緊急な課題であるといえる。 

(4) 『都市の包容力』では十分には転回できて
いないが、下図のようなインナーシティの実状と
維持・発展のメカニズムの整理を、以下の 4 象限
構成で行った。 

1象限：マクロレベルでの（市場経済における）
自助の仕組み。個人の経済的自由を主張する
新自由主義が最も代表的なイデオロギーであり、
資本（の循環）が都市空間を編成させる勢いを
指す。商業中心地区（CBD）、金融センター、民
営化、財産としての民間住宅、典型的なジェント
リフィケーションのプロセスを含む。 
 Ⅱ象限：マクロレベルでの互助の仕組み。再分
配の必要性を主張する社会福祉的思想が最も
代表的である。都市空間においては、公的投資、
インフラストラクチャーなどを含め、公営住宅や
集合消費施設の建造環境をさす。 
 Ⅲ象限：ミクロレベルでの互助の仕組み。ケア
や支援の必要性を主張するボランティアセクタ
ーの活動が中心であり、地域にある支援拠点な
どを指す。NPO が自らで経営する施設、（社会）
住宅などを含め、剰余人口に対する強い包摂性
を有している場所でもある。 



Ⅳ象限：都市の中にある強い自助性を持った
場所を指す。多くの場合でインナーシティにある
セミフォーマルな空間でもあり、人が自らの力で
自分の生活基準を改善していく何等かの生活プ
ラットフォームとなっている。そもそも流動性が高
い場所でもあり、移民エンクレーブや風俗街、低
廉な民間賃貸住宅集中地区など、行政によって
黙認されていることが多い。自助ネットワークは、
エスニックコミュニティから暴力団体まで、広い幅
を持つ。いわゆるグレーゾーンなどである。 

(5) 我々の研究ターゲットは、Ⅱ、Ⅲ象限でのよ
り相応しい包容力ある支援やケアの抽出と、同
時にⅣ象限の、排除されるべき逸法、脱法の搾
取ビジネスでありながら、場合によっては支援や
ケアのサービス機能もある局面を洗い出すこと。
地理的に、よい意味でも悪い意味でも、特定の
空間が安全網となっている実態把握を行うことが、
研究に独自な味を出すことになろう。寛容な都
市、包容力のある都市の追究はまだ緒についた
ばかりである。 
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